
雨水貯留浸透槽の貯留浸透計算

☆設計時の注意事項

 雨水貯留浸透施設は、下記の【適用対象外】の場所に設置しないでください。

 プラスチック製地下貯留浸透施設技術指針（案）【平成 30年度改訂版】～雨水貯留浸透技術協会編～
 より抜粋

 技術指針のダウンロード先：http://arsit.or.jp/ 
【適用対象外】

○車道

○急傾斜地

○地下水位が高い地盤で、貯留構造体底面が平常時の地下水位より深くなる場合

1．ソフトの起動
『 雨水貯留浸透槽 』をクリックします。



2．対策雨水量の算定
2．1 『 対策降雨強度 』を選定します。
2．2 『 降雨継続時間 』を選定します。
2．3 『 工種別 』で欄を選択（チェックマーク）し、『 工種 』を選定します。
2．4 『 対策面積 』を入力します。

【参考】対策雨水量の算定

別途算定した対策雨水流量を入力することでも計算が可能です。



3．設計処理量の算定［雨太郎］
3．1 『 縦 』・『 横 』・『 高さ 』を選定します。
3．2 『 土質 』を選定します。

4．算定結果
対策雨水量 ＜ 設計処理量 OK
対策雨水量 ＞ 設計処理量 NG となります。

以上


